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牧草と園芸　第５１巻第４号（２００３年）

１　はじめに

　牛の健康の維持・増進，生産性の向上には良質粗飼

料の安定給与が重要であることはいうまでもありません。し

かし現実には品質の安定した自給飼料の調製は難しく流

通乾草への依存割合が高まってきますが，昨今では一

定品質の流通乾草を手配することも難しい状況となって

います。また省力化ほかの要因で自給飼料の調製は行な

わなくなったものの，サイレージのような発酵飼料にこだわり

を持つ農家も少なくありません。このような中，年間を通じ

て少しでも品質の安定した，そして手軽に利用できる粗

飼料を供給できないかと，当社では牧乾草に生ビール粕

を加え乳酸発酵（サイレージ化）させたウェットタイプの混

合飼料「ＴＭウェット」の開発に着手し，平成４年の販売

開始から１０年以上が経過しています。

　この間，製品への食品製造副産物（各地域で生産さ

れるオカラサイレージやその他の低利用飼料資源）を組

み入れた製品や，配合飼料を混合した「セミＴＭＲ」，

更には配合飼料と粗飼料をバランスよく混合し，基本的

にその製品１本で搾乳牛の飼養管理ができる「発酵Ｔ

ＭＲ」の開発，販売にも着手しています。また，販売当

初は千葉研究農場の敷地内で製造し，京葉地区及び

岡山県北部を中心に展開していたものを岡山（苫田郡

鏡野町：平成８年４月稼動），栃木（那須郡那須町：平

成１１年１０月稼動），静岡（富士宮市：平成１２年７月稼

動）の各地に製造の拠点を構え，更に外部への製造委

託も含め月産２，０００トンを超す規模の事業にまで発展し

ました。

　今回は各地で展開するウェット飼料の特徴及びウェッ

ト飼料の今後についてご紹介したいと思います。

２　当社のウェット飼料

　当社では販売展開しているウェット飼料を大まかに３

つに分類しています。１つは一般に“ウェット”と呼んで

いる製品で，ビール粕と牧乾草類，一部オカラサイレー

ジなどの地域で産出される製造副産物，ビートパルプ

やヘイキューブなどを混合・サイレージ化した，ウェット

飼料開発当初からのコンセプトである“粗飼料”として給

与する製品を指します。給与メニューには別途配合飼料

（及び購入乾草類）を組み込みます。ＴＭウェットや，那

須ＴＭウェット（後述）などがこの分類に入ります。

　また近年，ウェット飼料が安定供給と省力化の観点

から給与メニューの中心に据えられる機会が多くなりつ

つあり，そのようなニーズより２つ目の分類として“セミＴ

ＭＲ”と呼ばれる製品を開発しました。“セミＴＭＲ”は

“ウェット”の発展系として更に配合飼料を混合し，サイ

レージ化した製品です。別途粗飼料（及び配合飼料）を

併給する体系で，飼料メニューの中の“基礎飼料”的な

役割を担います。岡山で販売展開するルミスペシャル，

沖縄向けに販売展開している結（ゆい）・ＴＭＲ（後述）

などがこの分類に入ります。

　３つ目は“発酵ＴＭＲ”と呼ばれる製品で，牛の

栄養素要求量をほぼ満たす形で粗飼料，配合飼料，

その他副産物などを混合し，サイレージ化した製品

で，給餌は基本的に発酵ＴＭＲ一本で行います。千

研ＴＭＲ飼料（後述）などがこの分類に含まれます。

３　各地で稼動するＴＭＲセンター

　ウェット飼料が給与メニューの中心（ＴＭＲの基礎

飼料）として据えられる機会が増え，また各地の製造

拠点が「ＴＭＲ供給センター」としての役割を担うこ

とが期待されつつあることから，当社では各地の製

造拠点を便宜上ＴＭＲセンターと位置づけています。

①千研ＴＭＲセンター

　千研ＴＭＲセンターは，当社千葉研究農場に隣接

し，平成４年４月，カービー社製２１�のミキサー１基

による製造を開始しました。ウェット飼料の主力製品であ

る「ＴＭウェット」の製造を中心に，また茨城県，群馬県

を中心に展開する「千研ＴＭＲ飼料」の製造を行ってい

ます。更には研究農場で続けられるウェット飼料の試験・

開発関連の試験飼料製造も行っています。現在各地で

販売されるウェット飼料の多くは千研ＴＭＲセンターで

当社“ウェット事業”のご紹介�
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の試験製造，研究農場での給与試験を経て開発され

たものです。平成１２年４月よりミキサーをハーシー社製

の２５�のものに更新し，現在に至っています。

②岡山ＴＭＲセンター

　平成８年４月，西日本有数の酪農協であるホクラク

（岡山県津山市：現在は岡山県内４つの酪農協が合併

し「おかやま酪農業協同組合」として発足。全国５位の

生産規模を誇る）傘下の酪農家へのウェット飼料供給を

目的に，千研ＴＭＲセンターからの製品配送を経て

カービー社製２１�のミキサー１基により稼動しました。

　千研ＴＭＲセンターのものとほぼ同じである「Ｔ

Ｍウェット」と，配合飼料を組み込んだセミＴＭＲ

「ルミスペシャル」の製造を中心に，大口農家によ

る４銘柄の指定配の製造も行っています。

③那須ＴＭＲセンター（那須ＴＭＲ株式会社）

　「トータルミックスの効果でトータルメリットの

追及」をモットーに那須山麓酪連（現在は栃木県内

の６酪農協が合併し「酪農とちぎ農協」として発足）

および酪農生産者（那須ＴＭＲ利用者懇談会）との

協力関係のもと，栃木県那須郡那須町に設立された

那須ＴＭＲ株式会社は，カービー社製２５�のミキ

サー２基を有し，１１年１０月より製造を開始しまし

た。当社は那須ＴＭＲ株式会社にウェット飼料用の

原料を供給し，ウェット製品「那須ＴＭウェット」

の製造を委託するとともに，全面的な技術的バック

アップをしています。那須ＴＭＲセンターでは那須

ＴＭＲ懇談会メンバーへの「那須ＴＭウェット」の

供給を中心に，栃木県全域，群馬県，新潟県，福島

県，岩手県，秋田県などへも供給地域を拡大し，現

在に至っています。（本誌平成１２年１２月号参照）

④富士ＴＭＲセンター

　富士ＴＭＲセンターは府県有数の酪農地帯，富士開

拓農協管内に位置し，平成１３年７月より２１�のミキ

サー１基によりウェット飼料の供給を開始しました。富士

開拓農協管内は富士山裾野の広大な牧草地を背景に

グラスサイレージを中心とした草地酪農を展開してきた

地域でありますが，自給サイレージの変敗が心配される

夏季においても良質発酵サイレージを手軽に給与でき

ることが受け入れられ，グラスサイレージの代替品とし

て「ＴＭウェット」が販売当初から需要が伸びていた地

域でもあります。

　また，近年ＴＭＲに対する需要が拡大し，そのニーズ

に対応すべく省力化ＴＭＲの基礎飼料となるウェット飼

料であるＴＭウェット－ＳＢ（那須ＴＭウェットの同等品）

の需要も高い地域でした。千研ＴＭＲセンターより配送し

ていた製品を上述の施設建設により，「富士ＴＭウェッ

ト」，「富士ＴＭウェット－ＳＢ」として本格製造を開始しま

した。更に，多頭化，省力化，その他の理由よりニーズが

高まった発酵ＴＭＲ，「富士ＴＭＲ飼料」の製造も行って

おります。富士ＴＭＲセンターでは上述の３銘柄を，富士

開拓農協管内をはじめとする静岡県全域，隣接する神

奈川県，山梨県，更には長野県や岐阜県にまで供給地

域を広げております。（本誌平成１４年５月号参照）

⑤その他

　毎年５月～１０月の半年間に渡り連日３０�を越す猛

暑に見舞われる沖縄県でも，嗜好性がよく夏場の食

い込みの向上が期待されるウェット飼料が注目され

写真２　千研ＴＭＲセンター内部

写真３　岡山ＴＭＲセンター内部写真１　千研ＴＭＲセンター
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ています。当社ではＴＭウェットの販売開始当初よ

り千研のＴＭＲセンター，或いは岡山ＴＭＲセン

ターより供給を行ってきました。現在は沖縄県内の

酪農家との話し合いの中で設計された配合飼料を組

み込んだセミＴＭＲ，「結（ゆい）・ＴＭＲ」を宮崎

県の製造業者に製造委託し供給しています。

　また，ＪＡらくのう青森（本所：青森県上北郡野辺地

町）が管内の酪農家にＴＭＲを供給する目的で六ヶ所

村に建設した「ＪＡらくのう青森ＴＭＲセンター」に対

しても，当社ではこれまでのウェット事業で培った

ノウハウを生かし，工場の設計，施工，製品の設計，製

造，品質管理，そしてユーザーに対する全面的な技術

的バックアップを行う協力体制をとっています。

４　終わりに

　少しでも品質の安定した粗飼料（サイレージ）を

供給できないかとの観点から開発が始まったウェッ

ト事業は，配合飼料を組み込んだセミＴＭＲ，或い

は発酵ＴＭＲへと発展し，汎用性の広いものになり

つつあります。また地場の製造副産物について有効

利用への道を開き，オカラや醤油粕など使用にある

程度制限のあった飼料も“発酵”という付加価値を

加えることで安心して利用できる資源となり，更に

“きのこ菌床かす”や“茶系飲料かす”などの未利

用資源もウェット飼料の原料として利用することで

製品化の目処が立っております。

　当社ではウェット事業の更なる展開を目指し，原

料として利用可能な未利用資源の模索や嗜好性，製

品の安定性の向上，ウェット飼料，セミＴＭＲ，発

酵ＴＭＲの製品ラインナップの充実と飼養体系の確

立，そして育成・乾乳用や肉牛用のウェット飼料の

開発を行っていきます。

写真５　出荷を待つウェット飼料（於：千研）写真４　富士ＴＭＲセンター

表２　当社設計のウェット飼料

内容分類名称工場

配合飼料　リンゴジュース粕　ビートパルプ　脱水ビール粕　小麦ストロー　オカラサイレージ　醤油粕セミＴＭＲ青森セミＴＭＲＪＡらくのう青森
ＴＭＲセンター

表１　当社のウェット飼料ラインナップ

栄養成分（注）（水分以外乾物中％）
内　　　　　　容分　類主要製品工　　場

ＰＣａＮＤＦＡＤＦＴＤＮＣＰ水分

０．３０．４６５３２５８１５６０ビール粕　スーダン乾草　小麦ストロー　大豆皮　カ
カオハスク　乳酸菌ウェットＴＭウェット

千研
ＴＭＲセンター ０．５０．８３９１９７４１５４１ビール粕　配合飼料　オカラサイレージ　小麦スト

ロー　ビートパルプ　乳酸菌発酵ＴＭＲ千研ＴＭＲ飼料

他に指定配１銘柄

０．３０．４６５３６５９１６５９ビール粕　スーダン乾草　カカオハスク　乳酸菌ウェットＴＭウェット
岡山

ＴＭＲセンター ０．６０．３３５１４７８２０４５ビール粕　配合飼料　スーダン乾草セミＴＭＲルミスペシャル

他に指定配４銘柄

０．３０．６５９３１６３１４５６ビール粕　オカラサイレージ　スーダン乾草　小麦ス
トロー　ビートパルプ　ヘイキューブ　乳酸菌ウェット那須ＴＭウェット那須

ＴＭＲセンター

０．３０．４６５３１５８１４６０ビール粕　スーダン乾草　小麦ストロー　カカオハス
ク　乳酸菌ウェット富士ＴＭウェット

富士
ＴＭＲセンター ０．３０．６５６２９６６１４５５ビール粕　オカラサイレージ　スーダン乾草　ビート

パルプ　小麦ストロー　ヘイキューブ　乳酸菌ウェット富士ＴＭウェット
－ＳＢ

０．４０．７３９２０７４１５４２ビール粕　配合飼料　オカラサイレージ　小麦スト
ロー　スーダン乾草　ビートパルプ発酵ＴＭＲ富士ＴＭＲ飼料

０．４０．３４８２１７２１７５２脱水ビール粕　配合飼料　ビートパルプ　パイン粕　
オーツ乾草　小麦ストローセミＴＭＲ結・ＴＭＲ外部委託

注：栄養成分は日本標準飼料成分表に記載される数値からの計算値です。水分は原料の水分含量により若干変動します。


